※応募書類作成にあたっては、別添「応募申請書類の作成要領」を参照の上、作成してください。
※応募書類作成にあたっては、別添「応募申請書類の作成要領」を参照の上、作成してください。

別紙２
新しいモビリティサービスの社会実装に
取り組むパイロット地域募集について
平成31年度高度な自動走行システムの社会実装に向けた研究開発・実証事業
（自動走行の実現に向けたモビリティサービスの社会実装事業に関する事業性調査）
の内数として実施しています。
「パイロット地域分析事業」

応募申請書類様式
１．申請書類は、次頁以下の様式１～５に従って記載してください。
２．申請書類の用紙はＡ４版で、縦置き・横書きにしてください。
３．申請書類は、電子メールで提出してください。
平成３１年４月
株式会社 野村総合研究所

（様式１）
	受付番号
	


株式会社 野村総合研究所　御中
「パイロット地域分析事業」
応募申請書
	地域・エリア名
	

	事業プロジェクト名
	

	団体の代表者
	企業・団体・自治体名
	

	
	代表者役職・氏名
	

	
	所　在　地
	〒


	総括事業代表者
（プロジェクトリーダー）
	氏名（ふりがな）
	

	
	所属部署名
	

	
	役　　　職
	

	
	所　在　地
	〒


	
	電話番号
（代表・直通）
	

	
	ＦＡＸ番号
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	


（様式２）
地域の事業紹介
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)　
Ａ．将来構想の全体像
Ａ－１.　将来構想の背景と課題認識

	自動走行や新たなモビリティサービスを用いた将来構想を検討するに至った背景や課題、それらの要因についての認識を記載してください。本提案に関連する範囲で、地域が直面している問題を整理した上で、取り組むべき課題を記載してください。地域経済の活性化に向けて、地域が設定しているKPIを記載してください。（自由記述）


Ａ－２.　将来構想の目的・全体像

	Ａ－１でご説明頂いた課題やそれらの要因の解決に向けて、計画されている事業内容を記載してください。事業の概要や目的、期待する成果について、事業の目的や数年先も含めた全体像などを記載してください。（自由記述）


Ａ－３．将来構想のサービスモデル
	今年度によらず、最終的に考えている将来構想のサービスモデルを記載してください。現時点で答えられる範囲で構いませんので、事業のサービス内容やモビリティサービスの運行頻度、サービス提供範囲などを記載してください。
また、作成要領の記入例を参考に、今後検討する事業ベースで自律的・持続的に収益が期待できるモデルの想定を記載してください。なお、図中の機関・事業者名は、可能な限り具体的な機関・事業者名を記載し、お金とサービス提供の流れの全体像が分かるように記載してください。（自由記述）



Ｂ．実証実験の実現性（位置付け・内容、先進性・独自性、体制、スケジュール）
Ｂ－１．実証実験の位置付けと実施内容

	今回実施する、または、実施した実証実験について、Ａでご説明頂いた将来構想の全体における位置付けを記載してください。また、実証実験の内容、実証実験で検証する項目や達成すべき目標を記載してください。（自由記述）


Ｂ－２．実証実験の先進性・独自性
	今回実施する、または、実施した実証実験の先進性・独自性を説明してください。ここでいう先進性・独自性とは以下のような場合を指し、該当が多い方が望ましいものとします。AIやIoTを使用していることは、本事業に応募するための前提条件であり、先進性・独自性があるとは言えませんのでご留意ください。（自由記述）
· 地域内の特色を生かした取組を進めている
· 他地域や他サービスと比して普及が進んで、より高度な取組への挑戦

· 地域内外のステークホルダーと連携を進めて、合意形成に取り組んでいる

· 特区制度やサンドボックス等の規制改革スキームを活用している、または、活用を予定している
· 自動走行（車両に加え、パーソナルモビリティや配送用ロボット等も含む）を活用している、または、予定している
· 複数の公共交通機関同士や、クルマと公共交通が連携したサービス

· 自治体を跨いだ広域のサービス

· データ連携基盤の構築に向けた取組




Ｂ－３.実証実験の実施体制

	関係事業者の実施内容・役割分担を一覧表にして作成してください。その際、特に以下の事項に関する記載を含めるようにしてください。（自由記述）
· 新しいモビリティサービスを推進するため、地域の経済団体、企業等地域の関係者をメンバーとする委員会を設立している、または、その予定があること
· 地域の交通事業者・金融機関、スタートアップ企業が参画している、または、
参画する予定であること　など



○本事業の応募主体
	関係事業者（例）
	実施内容・役割

	代表団体
	（Ａ社）
	

	参加団体
	（Ｂ団体）
	

	参加団体
	（Ｃ社）
	

	参加団体
	（Ｄ社）
	

	参加団体
	・・・・・
	


○協力団体
	関係事業者（例）
	実施内容・役割

	協力団体
	(Ｅ社)
	

	協力団体
	　・・・
	


○連携組織
	組織（例）
	参加団体
	実施内容・役割

	○○協議会
	(Ａ社)、(Ｂ団体)、(Ｃ社)
	

	○○
コンソーシアム
	　・・・・・
	

	○○共同企業体
	
	

	第3セクター
	
	


Ｂ－４．事業計画（スケジュール）
平成31年度・令和元年度の年間スケジュールを、Ａで記載した実施項目毎に、月次で記載してください。会議日程等、マイルストーンとなるイベントを記載してください。（自由記述）
（記入例：事業計画）
	実施項目
	平成31年度・令和元年度

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月

	１．〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(3) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○会議日程
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	


Ｃ.　特記事項

	その他、特記事項があればご記入ください。（自由記述）


　（様式３）
代表団体の概要
	団体名
	

	代表者氏名
	
	URL
	http://

	本社住所
	〒

	設 立 年 月
	西暦　　　　年　　月
	資本金
	円

	従 業 員 数
	人
	

	団体・企業の沿革：

	

	

	

	

	主要役員（非常勤は役職の前に○印を記す）
	氏　    名
	年令
	役職名
	担当部門
	学 歴 ・ 略 歴

	
	
	才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	主　要　株　主
	株　　主　　名
	持株数
	構成比（％）
	貴社との関係

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	


※基礎自治体の場合は作成不要
　（様式４）
連携内容の提案書
　「平成31年度高度な自動走行システムの社会実装に向けた研究開発・実証事業（自動走行の実現に向けたモビリティサービスの社会実装事業に関する事業性調査）」の中で実施される、「パイロット地域分析事業」（以下、「本事業」と呼称）との連携を以下のように提案いたします。
	本事業の実施内容
	地域の状況に精通した
他事業実施者の指名有無

	A)
将来構想の実現に向け、地域の都市計画・交通計画・産業形態との整合等を踏まえ、市場調査、消費者行動・意向調査、潜在需要推計等を通じた事業計画の策定業務
	指名する　／　指名しない
（事業者名：　　　　　　　　　　）

	B)
将来構想・事業計画の実現による、事業性向上、地域への経済波及効果の評価（社会的な波及効果の評価も含みうる）、制度的課題の抽出に必要な分析業務
	指名する　／　指名しない
（事業者名：　　　　　　　　　　）

	C)
地域の社会受容性向上に向けて、パイロット地域の取組紹介、地域住民の理解促進を目的とするイベントやアンケート等の業務のサポート
	指名する　／　指名しない
（事業者名：　　　　　　　　　　）

	D)
将来構想の実現や事業計画の策定にあたり、地域の主要なステークホルダーが参加し、コンセンサスを得るために必要な検討会等の運営業務のサポート
	指名する　／　指名しない
（事業者名：　　　　　　　　　　）


　以下にある本事業の実施内容に関して、地域で企画している取組や課題意識をお知らせします。

(青字を消して提案書を作成してください。)　
	C)
地域の社会受容性向上に向けて、パイロット地域の取組紹介、地域住民の理解促進を目的とするイベントやアンケート等の業務のサポート

	現在企画している、または、今後に企画したいイベント等の内容を記載してください。
すでに検討が進んでいる場合は、集客人数や時期、予算額規模をお知らせください。（自由記述）


	D)
将来構想の実現や事業計画の策定にあたり、地域の主要なステークホルダーが参加し、コンセンサスを得るために必要な検討会等の運営業務のサポート

	検討会等の開催予定や論点・テーマを記載してください。（自由記述）


（様式５）
他事業実施者等の概要
	団体名
	

	代表者氏名
	
	URL
	http://

	本社住所
	〒

	設 立 年 月
	西暦　　　　年　　月
	資本金
	円

	従 業 員 数
	人
	

	団体・企業の沿革：

	

	

	

	

	主要役員（非常勤は役職の前に○印を記す）
	氏　    名
	年令
	役職名
	担当部門
	学 歴 ・ 略 歴

	
	
	才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	
	
	 才
	
	
	

	主　要　株　主
	株　　主　　名
	持株数
	構成比（％）
	貴社との関係

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	


1
PAGE  
9

